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７２ナバナの安定栽培技術確立
課題名

２）ナバナの播種期

試験研
究年次

63～１年（完了）

Ｉ目 的ｉ

ナバナの播種期が生育ステージならびに収量に及ぼす影響について検討し、
資料とする。

Ⅱ試験方法

１試験場所豊前分場１号圃
２供試品種京築在来系統（ミチノクナタネ系）
３試験区

播種期８月１２日、８月22日、９月１日、９月１１日、９月21日
４耕種概要

(1)うね立て移植栽培

(2)栽植密度うね幅150cm，条間６０cmγ株間３５cm，２条千鳥植
(3)施肥法（Nkg/lOa）基肥追肥

1８４４４

分類 ①

栽培技術確立の

使用肥料基肥硫加リン安250、ＣＤＵ５５５をＮ成分で２：１
追肥硝リン安６４６

５試験規模１区８㎡２区 制

Ⅲ主要成果の概要

１播種から定植の５葉期までの日数は、８月下旬～９月播種で25～30日程度である。定植から
収穫期の18葉期までの日数は､８月中旬～９月上旬播種で30日程度である。９月中旬以降の播
種では、生育は天候に大きく左右される。

２播種期が早いほど収穫始期は早まり、総収量は増加する。収穫本数は低温期に減少するが、
３月には気温の上昇と花菅の抽出により大幅に増加する。

３８月播種では育苗期に立ち枯れ病が発生し、アブラムシ、コナガ、ウイルス病の発生も多い。

まとめ

８月播種では収穫期が早まり総収盈が増加するが病害虫の発生も多くなるので、十分な防除対
策を必要とする。９月上旬播種は病害虫の発生は少なく、ｌ～２月の収量も多く安定している。
従って、これらの作型の組み合わせによって、安定出荷をはかることができる。

－１６６－



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表ナバナの葉令の推移

第２表ナバナの月別収穫本数

注）単位：本／株

第３表．ナバナの月別収量

注）単位：ｇ／株

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
８月播種では育苗期に防虫ネットが必要である。ウイルス病、コナガの防除のため育苗期及

ぴ生育初期の防除を微底する｡

Ⅵ今後の研究上の問題点
周年栽培法の検討

Ⅶ資料名

63～１年度福岡県農業総合試験場豊前分場普通作物研究室野菜試験成績書
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